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﹁
仕
事
の
鬼
に
な
れ
！ 

景
気
は
自
分
で
つ
く
れ
﹂

大
前
三
次
郎
語
録

経
団
連
元
会
長
　
稲
山
　
嘉
寛
語
録

「
小
原
語
録
」
発
刊
の

協
力
者
は
杉
村
副
理
事
長

東
信
協
と
全
信
協
の

宿
命
的
な
対
立

機
械
化
の
変
遷
と

　
全
国
統
一
の
確
執

中興の祖となった

宮本保孝氏

年
金
基
金
財
政
の
ピ
ン
チ
！

拓
銀
破
綻
と
井
須
会
長
の
活
躍

対談・インタビュー

小
原
鐵
五
郎
語
録

キンタイ行事等の思い出

しんきん
カードの変遷

業界内処理に
徹する

──公的資金を入れず──

連
帯
と
協
調
姿
勢

で
業
界
ト
ッ
プ
に

〝
信
金
は
浮
利
を
追
う
な
か
れ
〞

〝
不
朽
の
名
言
〞

　

小
原
会
長
生
み
の
親
は
　
　

　
河
合
甚
助
氏

　

信
金
草
創
期
の
全
信
協
会
長
を

務
め
た
志
津
会
長
は
じ
め
小
野
会

長
は
、
と
も
に
自
金
庫
の
業
績
不

振
や
労
働
組
合
を
中
心
と
す
る
役

職
員
の
突
発
的
な
ク
ー
デ
タ
ー
に

よ
っ
て
、
い
わ
ば
志
半
ば
で
全
信

協
会
長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な

り
、
な
か
な
か
長
期
に
わ
た
る
業

界
の
リ
ー
ダ
ー
は
定
着
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

小
野
会
長
は
昭
和
40
年
12
月
、

中
央
信
金
の
理
事
長
解
任
と
同
時

に
、
全
信
協
会
長
を
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
、
協
会
で
は
と
り
あ
え

ず
当
時
、
副
会
長
だ
っ
た
岐
阜
信

金
の
河
合
甚
助
理
事
長
を
会
長
代

行
に
し
て
、
次
期
会
長
の
選
出
を

急
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
本
文
よ
り
抜
粋
）

・
「
信
金
の
使
命
発
揮
は
規
模
の

大
小
で
は
な
い
」
小
原
会
長
新
任

の
抱
負

　

◇
「
全
信
連
債
」
の
発
行
認
可

は
小
原
さ
ん
「
臨
終
」
の
直
前

だ
っ
た

・
人
間
的
配
慮
を
さ
れ
た
平
澤
銀

行
局
長
と
武
藤
中
小
金
融
課
長

　

◇
信
用
金
庫
抹
殺
論　

特
別
委

員
会
の
俎
上
に

・
小
原
会
長
、
不
退
転
の
決
意
で

奮
闘

・
小
原
会
長
、
裾
野
金
融
論
展
開

・
信
金
存
続
を
認
め
た
金
融
法
案

〝
信
金
界
に
小
原
あ
り
〞
を
意
識

づ
け
る

　

小
原
鐵
五
郎
語
録
の
発
刊
は
、

当
時
、
城
南
信
金
の
副
理
事
長

だ
っ
た
杉
村
安
治
さ
ん
に
取
材
し

た
折
に
、
私
か
ら
申
し
い
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
た
た
き
上
げ
の
総
理
大
臣

と
し
て
数
々
の
名
語
録
を
発
し
て

い
た
「
角
栄
語
録
」
に
あ
や
か
っ

て
タ
イ
ト
ル
を
考
え
ま
し
た
が
、

最
初
は
杉
村
さ
ん
か
ら
「
う
ち
の

小
原
に
、
そ
ん
な
に
語
録
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
よ
」
と

言
わ
れ
、
相
手
に
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
私
が
「
貸
す
も
親
切

　

貸
さ
ぬ
も
親
切
」
や
「
融
手
は

麻
薬
で
あ
る
」
な
ど
を
は
じ
め
、

既
に
定
着
し
て
い
た「
裾
野
金
融
」

「
卒
業
生
金
融
」
な
ど
、
数
々
の

小
原
語
録
を
持
ち
出
し
て
説
得
に

努
め
る
と
、
杉
村
さ
ん
は
「
そ
こ

ま
で
言
う
の
な
ら
、
協
力
す
る
か

ら
纏
め
て
み
た
ら
」
と
、
積
極
的

に
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
む
し
ろ
渋
々
と
語
録

の
発
刊
の
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
（
本
文
よ
り
抜
粋
）

・
小
原
哲
学
の
真
髄
と
数
多
く
の

名
語
録
を
収
録

　

※
貸
す
も
親
切 

貸
さ
ぬ
も
親

切
（
原
文
）

　

東
信
協
会
長
選
　
　
　
　
　

　
初
の
無
記
名
投
票

　

ポ
ス
ト
小
原
の
闘
い
だ
っ
た

　

昭
和
58
年
５
月
10
日
、
東
京
・

京
橋
の
信
金
第
１
会
館
４
階
会
議

室
で
、
東
信
協
初
の
無
記
名
投
票

に
よ
る
会
長
選
出
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
前
代
未
聞
の
こ
の
出
来
事
に

東
信
協
加
盟
金
庫
の
関
係
者
の
み

な
ら
ず
、
監
督
官
庁
筋
や
地
方
信

金
の
有
力
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
、

大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
地
区
協
会
の
会
長
選
出
問
題

が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
関
心
を
集
め

た
理
由
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
背

景
は
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体
的
に

は
東
武
信
金
の
長
谷
川
達
郎
理
事

長
の
異
例
の
東
信
協
会
長
立
候
補

声
明
に
よ
り
、
現
職
の
会
長
で
あ

る
笠
原
慶
太
郎
同
栄
信
金
理
事
長

と
一
騎
打
ち
の
決
選
投
票
と
な
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
こ
の
結
果
如
何

に
よ
っ
て
は
長
年
、
全
信
協
会
長

職
に
あ
っ
た
ポ
ス
ト
小
原
問
題
に

大
き
な
風
穴
を
開
け
た
い
と
目
論

む
陰
の
ア
ン
チ
小
原
勢
力
の
存
在

も
、
見
え
隠
れ
し
て
い
た
決
選
投

票
で
し
た
。
（
本
文
よ
り
抜
粋
）

・
「
カ
ー
ド
は
麻
薬
で
あ
る
」
│

│
城
南
と
岡
崎
は
反
対
！

　

◇
小
原
会
長
の
選
出
基
盤
安
定

　

 

信
金
発
展
に
全
力
投
球

・
小
原
さ
ん
「
ア
メ

リ
カ
か
ぶ
れ
は
い
け

ま
せ
ん
ネ
ー
」

・
金
融
自
由
化
に
警

鐘
を
鳴
ら
す

　

◇
全
信
連
を
磐
石

な
体
制
に
。
小
原
会

長
９
期
目
に

・
経
済
・
金
融
の
中

心
地
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
初
の
海
外
支
店

開
設

・
規
制
の
壁
厚
く
困

難
だ
っ
た
海
外
支
店

開
設

　
全
信
協
・
全
信
連
の
　
　

〝
た
す
き
掛
け
〞
体
制
　
　

　
ス
タ
ー
ト

・
全
信
協
会
長
に
笠
原
氏
。
全
信

連
会
長
は
山
口
氏

・
笠
原
、
山
口
会
長
は
東
信
協
時

代
か
ら
コ
ン
ビ
だ
っ
た

・
笠
原
会
長
は
内
柔
外
剛
型
の
よ

き
指
導
者

・
山
口
会
長
は
温
厚
で
稀
に
み
る

勉
強
家

・
笠
原
会
長
の
急
逝
で
平
成
３
年

に
ピ
リ
オ
ド

　

◇
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
カ
ー
ド
中
心
に
業

績
を
拡
大

・
カ
ー
ド
会
社
の
設
立
に
小
原
会

長
は
反
対
だ
っ
た

・
専
任
社
長
制
が
裏
目
に
。
バ
ブ

ル
の
つ
け
で
不
良
債
権
が
増
大

・
中
嶋
、
大
前
、
蓜
島
氏
の
執
行

部
が
真
相
の
解
明
に
…
…

・
平
成
８
年
３
月
決
算
で
累
積
赤

字
一
掃
。
大
前
社
長
ら
の
活
躍

・
過
払
金
問
題
で
再
び
試
練
。
貸

金
業
法
改
正
の
余
波

　

◇
信
金
初
の
普
銀
転
換

　
　

八
千
代
銀
行
誕
生

・
新
納
理
事
長
の
決
断
。
信
用
金

庫
業
界
に
衝
撃
走
る

　

◇
激
動
の
金
融
再
編
期
を
乗
り

切
る

・
宮
本
新
理
事
長
、
〝
信
金
の 

信
金
に
よ
る 

信
金
の
た
め
の
〞

全
信
連
目
指
す
（
平
成
５
年
）

・
全
国
の
信
用
金
庫
、
３
年
間
で

す
べ
て
訪
問

・
名
称
変
更
を
実
現
。
「
全
信

連
」
か
ら
「
信
金
中
央
金
庫
」
に

・
小
原
会
長
の
偉
業
を
見
事
に
引

き
継
ぐ

　

◇
未
曾
有
の
阪
神
淡
路
大
震
災

を
現
地
取
材

・
本
紙
大
塚
編
集
長
、
記
者
魂
を

発
揮
。
発
生
４
日
後
に
現
地
到
達

・
倒
壊
し
た
ビ
ル
が
道
路
を
塞
ぐ 

金
融
機
関
の
社
屋
次
々
と
倒
壊

・
悲
惨
な
惨
状
を
目
の
当
た
り
に

信
金
の
役
割
を
提
言

　

こ
の
受
章
記
念
の
祝
賀
会
席

上
、
全
信
協
の
服
部
敏
郎
副
会
長

（
岡
崎
信
金
会
長
）
よ
り
、
寿
像

贈
呈
の
目
録
が
小
原
会
長
に
手
渡

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
寿
像
の

制
作
費
は
当
時
の
全
国
４
５
５
信

用
金
庫
の
寄
贈
に
よ
っ
て
分
担
さ

れ
、
そ
の
寿
像
の
除
幕
式
が
５
カ

月
後
の
昭
和
62
年
11
月
、
東
京
・

京
橋
の
信
用
金
庫
会
館
１
階
正
面

ピ
ロ
テ
ィ
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
本
文
よ
り
抜
粋
）

　

◇
小
原
会
長　

在
任
21
年
全
信

協
の
名
誉
会
長
に

・
信
金
精
神
を
末
永
く
守
っ
て
ほ

し
い

・
盛
大
に
小
原
さ
ん
の
勲
一
等
受

章
祝
賀
会
。
偉
大
な
功
績
を
賞
讃

・
全
国
信
用
金
庫
が
寄
付
。
京

橋
・
信
金
会
館
前
に
寿
像
建
立

　

◇
共
同
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
を
東
西
へ
集
約
へ

・
30
年
代
は
ソ
ロ
バ
ン
片
手
に
除

夜
の
鐘
を

・
同
栄
・
笠
原
、
芝
・
渡
辺
理
事

長
ら
が
共
同
事
務
セ
ン
タ
ー
設
立

に
尽
力

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
決
定
に
は
議
論
百
出

・
大
阪
セ
ン
タ
ー
は
大
信
の
下
津

常
務
が
先
頭
で

・
全
国
に
次
々
と
７
つ
の
共
同
事

務
セ
ン
タ
ー
（
昭
和
51
年
ま
で
）

・
共
同
事
務
セ
ン
タ
ー
補
完
事
業

に
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社
設
立

・
西
セ
ン
タ
ー
先
発
４
金
庫
、

ハ
ー
ド
集
約
へ
第
一
歩

　

◇
自
営
・
共
同
の
シ
ス
テ
ム
統

一
を
模
索

・
信
金
Ｖ
Ａ
Ｎ
構
想
で
Ｓ
Ｓ
Ｃ
を

設
立
（
昭
和
60
年
）

・
小
原
さ
ん 

発
展
と
安
全
祈
願

に
〝
将
門
の
首
塚
〞
に
詣
で
る

　
機
械
化
統
一
で
　
　
　
　
　

　
天
下
分
け
目
の
戦
い

　

◇
全
信
協
、
勘
定
系
シ
ス
テ
ム

一
本
化
へ

・
委
員
会
つ
く
る
も
責
任
者
不
在

・
議
論
倒
れ
の
構
想
に
〝
東
京
〞

猛
反
対

・
一
時
は
信
金
次
期
シ
ス
テ
ム
に

７
割
超
が
加
入
表
明

・
東
京
セ
ン
タ
ー
は
最
後
ま
で

「
加
入
保
留
」
貫
く

・
最
終
責
任
は
誰
が
と
る
の
か
が

疑
問

・
〝
青
天
の
霹
靂
〞
。
次
期
シ
ス

テ
ム
構
想
が
突
如
中
断
！
（
平
成

15
年
）

・
結
局
、
海
千
山
千
の
ベ
ン
ダ
ー

に
振
り
回
さ
れ
た

　
年
金
基
金
の
再
生

　

◇
最
初
の
危
機
を
救
っ
た
大
木

理
事
長
と
茂
木
副
理
事
長

・
溝
口
理
事
長
ら
執
念
の
全
国
行

脚
。
再
度
の
危
機
を
回
避

・
ト
ッ
プ
経
営
陣
が
「
手
弁
当
」

で
年
金
再
生
に
尽
力

・
一
時
は
「
信
金
年
金
会
館
構

想
」
も
持
ち
上
が
っ
た

　
拓
銀
破
綻
の
顛
末

◇
な
ぜ
拓
銀
を
つ
ぶ
し
た
か
!?

道
民
に
怒
り
の
声

・
不
動
産
投
資
で
失
敗
し
た
拓
銀

破
綻
を
反
面
教
師
に

・
井
須
会
長
、
拓
銀
破
綻
の
二
次

被
害
か
ら
道
内
信
金
を
救
う

　

◇
35
年
間
に
信
用
金
庫
数
は
半

減
へ

・
次
々
と
１
兆
円
金
庫
誕
生
へ 

端
緒
と
な
っ
た
「
東
京
東
信
金
」

の
大
同
合
併

・
京
都
中
央
信
金
、
信
金
界
の

ト
ッ
プ
金
庫
に
。
４
年
間
で
80
金

庫
が
消
滅

　

◇〝
理
念
な
き
経
営
は
亡
び
る
〞

・
加
藤
敬
吉
氏
、
初
の
地
方
出
身

会
長
に
（
平
成
６
年
）

・
天
皇
陛
下
に
受
章
者
代
表
の
お

礼
の
言
葉
を
奉
上

　

◇
迷
走
し
た
〝
新
銀
行
東
京
〞

大
幅
な
累
積
赤
字
に
愕
然

・
石
原
都
知
事
の
選
挙
公
約
で
設

立
。
総
資
産
１
兆
６
０
０
０
億
円

を
目
指
す
（
平
成
17
年
開
業
）

・
開
業
わ
ず
か
２
年
で
当
期
赤

字
５
４
７
億
円
。
累
積
赤
字

８
４
９
億
円

・
再
建
へ
向
け
て
中
期
経
営
計
画

を
策
定

　

◇
協
同
組
織
金
融
機
関
を
守
る

・
分
割
論
に
強
硬
に
反
論

　

予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た
　

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

　

◇
信
金
中
金
、
初
の
プ
ロ
パ
ー

理
事
長
誕
生

・
本
店
、
本
部
を
古
巣
の
八
重
洲

　
対
談
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◇
小
渕
衆
院
大
蔵
委
員
長
と
小
原
会
長
（
昭
和
52
年
）

◇
渡
辺
大
蔵
大
臣
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
昭
和
56
年
）

◇
小
原
会
長
と
稲
山
経
団
連
会
長
の
新
春
対
談（
昭
和
57
年
）

◇
元
大
蔵
事
務
次
官
、
前
日
銀
副
総
裁
・
武
藤
敏
郎
氏　
　

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
平
成
21
年
）

　
キ
ン
タ
イ
周
年
行
事
等
の
思
い
出

◇
創
刊
20
周
年
祝
賀
会
（
昭
和
54
年
）

◇
小
原
会
長
提
唱
の
本
紙
・
大
塚
社
長
「
金
融
記
者
30
年
記

　

念
」
パ
ー
テ
ィ
ー
（
昭
和
61
年
）

◇
創
立
・
創
刊
35
周
年
（
平
成
６
年
）

◇
大
塚
社
長 

社
団
法
人
日
本
専
門
新
聞
協
会
の
理
事
長
に

　

就
任
（
平
成
19
年
）

◇
重
陽
会
の
思
い
出

◇
春
の
園
遊
会
に
招
か
れ
る
（
平
成
16
年
）

明治人・小原さんと稲山さんの時局対談（昭和 57 年）

渡辺美智雄大蔵大臣と新春インタビュー（昭和 56 年）

京橋の信金会館前の小原会長胸像

勲一等受章の小原会長（昭和 62 年）

国会で意見陳述する小原会長（昭和 63 年）
河合甚助氏

昭和 50 年当時の東信協役員陣

全信連・ニューヨーク支店の開所式（昭和 62 年）

しんきんクレジット総会（平成 3年）

八千代信金の普銀転換（平成 3年）

笠原全信協会長・山口全信連会長の合同記者会見（平成元年）

東京東信金の合併調印式（平成 10 年）

数々の先人の偉業と名言に学ぶ！

「
貸
す
も
親
切   

貸
さ
ぬ
も
親
切
」

「
節
約
と
貯
蓄
こ
そ
国
の
基
本
に
」

信
用
金
庫
の
発
展
と

小
原
鐵
五
郎
会
長

小
原
会
長
、信
金
界
初
の

勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
章

バブルの崩壊と
金融再編時代

ポスト小原は
笠原氏と山口氏の
たすき掛け体制

金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
時
代

に
生
き
残
り
賭
け
る

・
大
型
合
併
・
城
北
信
金
発
足
と

大
前
理
事
長
の
決
断
（
平
成
16
年
）

・
大
阪
信
金
、
大
阪
府
内
全
域
を

網
羅
。
ト
ッ
プ
金
庫
へ

に
移
転
（
平
成
19
年
）

・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
連
鎖
で

大
幅
な
赤
字
決
算
へ

・
初
の
生
え
抜
き
理
事
長
に
田
邉

光
雄
氏
が
就
任
（
平
成
21
年
）

・
平
成
22
年
３
月
期
決
算
、
黒
字

化
。
復
配
を
目
指
す

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

・
業
界
は
大
反
発
。
や
が
て
「
や

む
な
し
」
の
声
に

・
難
航
し
た
厚
生
年
金
基
金
と
健

保
離
脱
問
題

・
土
田
銀
行
局
長
か
ら
認
可
書
を

交
付

　

◇
平
成
金
融
恐
慌
の
走
り
〝
東

洋
信
金
事
件
〞

・
世
紀
の
金
融
大
不
祥
事
件
に
発

展
（
平
成
３
年
）

・
大
阪
府
下
の
信
金
が
25
店
舗
を

分
割
、
譲
渡

・
釜
石
信
金
も
清
算
解
体
へ

・
武
蔵
野
信
金
の
信
用
不
安
と
危

機
を
救
っ
た
大
前
理
事
長
の
決
断

大
前
孝
治
理
事
長
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